
編集後記：最近，日本と中国・韓国との関係悪化が話
題となっています．そんな中，たまたま中国関係の講
義を受けさせていただく機会がありました．この講義
をさかのぼること１年半ほど前，私は中国の杭州を訪
問しました．風光明媚で漢詩のような趣のある西湖の
湖面の向こう側に見える高層ビル群，街中に掲げられ
た携帯電話の巨大広告などをみて，年率９％程度で経
済成長する中国のエネルギーを実感しました（中華料
理が安くておいしいということも実感しました）．しか
し，今回の授業では，大気・水質汚染，砂漠化などの
環境問題，貧富の格差の拡大，役人の汚職腐敗，失業
問題・強制的な土地収用，抗議から民衆暴動・騒乱事
件が年間で数万の単位で発生するといった深刻な国内
問題について，さらに 愛国」と漢字の表記は同じでも
両国で意味するところが若干異なるといった文化論な
どを教わりました．
いまや中国は米国に次ぐ世界第２位のエネルギー消

費国で，資源の開発・輸入に懸命です．しかしエネル
ギー効率は先進国に比べて悪いため無駄使いが多く，
そのため中国政府も2006年から2010年までの第11次
５か年規画期でエネルギー消費量を20%削減する目標
を掲げています．中国側も高度な省エネ技術を持つ日

本に大いに期待しており，日本側としても良い意味（両
者が得をするという意味）でビジネスチャンスとなり，

CO削減や中国の大気汚染緩和にも貢献できるでしょ
う．
日中韓関係という目で「天気」を読んでみますと，

2005年だけでも
・「第１回日本・中国・韓国気象学会共催国際シンポジ
ウム報告」11月号

・「第３回国際モンスーンワークショップ（IWM-Ⅲ）
参加報告」９月号

・「『風送ダストの気候影響に関する日中共同研究』に
係わる『第４回ADECワークショップ』報告」６月号

などを始め，いくつもの原稿をピックアップすること
が出来ます．やはり気象の分野は「大気が国境を越え
て流れる」ため協力関係を築く要素が多いのでしょう．
天気誌上に見られるような日中韓の協力における学会
員の皆様の活躍は心強い限りです．反面，一若輩学会
員の私は，語学力や学問の無さのため，杭州でも会話
が続かず歯がゆい思いをしました．
気象を通しての交流が，ともすると冷え込みがちな

中国・韓国との相互理解と関係改善に少しでも役立て
ばと願う次第です． （桜井敏之)
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